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要約
1994年の異常渇水年における水質の異常性の有無について水質の測定結果に基づいて検討した。水質
は海と農業の影響が少ない位賀県背振山地と両方の影響がみられる東松浦半島で観測した。
背振山地における湧水量は1995年5月までは減少傾向であったがそれ以後は増加した。従って 5月頃
には異常渇水現象は解消したと考えられる。
背振山地では各イオン濃度は小さく，湧水量が増加すると N03はやや増加，Caは減少， Clはやや減
少傾向を示した。しかし，その変化の割合は非常にわずかで，流量に関わらず、ほとんど一定とみなすこ
とができる。
一方，上場台地では各イオン濃度は背掠山地より大きく， 5月以前と以後では変動は大きいがほぼ背
振山地と同じ傾向が克られた。
今後つぎの問題について検討する必要がある。
1.水質のわずかな変化が統計的に異常な舘となる可能性。
2.上場台地の深井戸における降水量からみた渇水解消時期と水質からみた解消時期との時間的なず
れについて。
3.同じ季節における水質の比較。
Summary 
There was an abnormal water storage from 1994 to 1995 when the amount of rainfall amount 
was very small. The purpose of this paper is to ascertain whether water quality was also abnormal 
or not. 
Water quality was measured at two areas. One area is the Sehuri mountain site in Saga 
prefecture where marine and agriculture do not influence water quality. the other area is the 
Higasimatuura peninsula in Saga prefecture， where marine and agriculture both influnce water 
quality. 
The outflow…rate of one spring at the Sehuri mountain site decreased until May in 1995 and 
then increased. 
Therefore， itwas considered that the abnormal water storage stopped at that time. 
The Ca， Cl and N03 ion concentrations of the ground water at the Sehuri mountain site were 
small. N03 increased and Ca and Cl decreased， as the flowrate increased after May. But the 
var泊tionwere very small， so al the ions were considered to be constant regardless of the change 
of the outflow-rate. 
At the Higasimatuura peninsula in Saga prefecture， variation of the concentration of these ions 
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was large， But water quality after May seemed to be almost the same as prior to May. 
It is necessary to study about the following problems: 
し Thesmall change of water quality is possible to be statistically abnormal. 
2. When will the influence of the abnormal water storage appear at the deep well ? 
3. W ater quality changes seasonaly， so comparisons musr be made in the same season. 
1 .まえが、き
農業生産は地域固有の気象，土壌及び水環境を
資源として活用することによって行われるもので
ある。佐賀県東松浦半島において特色ある農業を
展開するためには，本地域のこれらの環境の特殊
性と普遍性を明らかにすることが必要で、ある。
そこで環境要因の一つである河川水，井戸水な
どの陸水の水質を長期的に観測することとした。
得られた観測データに基づいて，今後はつぎの課
題について研究を進めていく予定である。
(1) 東松浦半島における水質形成機構の解明
(2) 海が睦水の水質に与える影響
(3) 環境保全型農業の導入による水質の変化
水質の観測地域は佐賀県東松浦半島(上場台地)
と背振山地である。佐賀県東松浦半島の水質は海
の影響と人間の生産活動(農業)の影響を大きく
受け，一方背振山地ではこれらの影響は少ない。
そこで背按山地を東松浦半島の水質の比較対象地
域として選定した。
現在， 1994年の夏季より定期的に水質観測を行
い，データの蓄積を図っているところである。と
ころが， 1994年から1995年にかけて降水量は異常
に少なく，河川の流量及び湧水量はかつてないほ
どに減少した。渇水は降水量の減少を通じて直接
的に，また土壌水分の減少や夏季の高温による動
植物の活動変化を通じて間接的にも水質に影響を
与える。本報では，とくに異常渇水時における水
質の変化について述べる。
2 .背按山地と東松浦半島における渇水による水
質の変化
背振山地と東松浦半島において，湧水，井戸，
渓流水などを採水した。背振山地では採水地点、よ
り上流域に人家及び農地が存在しない場所を選ん
だ。また数カ所で湧水量を観測した。
イオン濃度はイオンクロマトグラフイーによっ
て測定した。
2 1 渇水の解消時期
1994年の 6月から10月までの降水量は1200年に
一回起こるようなとくに異常な少雨であった。図
-1は1994年第27週(1994年 7月2日)からの積算
降水量であるが，第70週 (1995年4月末頃)まで
は平年に比べると少雨傾向が続いた。降雨量は
1995年の 5月以降に平年並になり，積算降水量も
第80週 (1995年 7丹頃)でほぼ平年値に近くなっ
た。
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図ー 1 1994年第27週(7月2日)からの積算降
水霊
園 2は背振山地における横井戸からの浅層地
下水の流出水量(湧水量)の観測結果である。 A
井戸では1994年12丹における湧水量はほぼ一定で
あるが，その後4月にかけてゆっくり減少した。
A井戸の近くの泉はこの40年間枯れたことがない
とのことであったが， 1994年11月には枯渇した。
B井戸は 2月には流出しなくなったが， 5月にな
ると流出し始めた。一般に雨水が地下水菌に到達
するまでの距離が長く，また集水流域が広いほど
湧水量の時期的変化は少ない。これらの湧水量の
減少が統計的にも異常であったかについては数十
年にわたる観測データが必要であるが，開き取り
調査によると冬季には湧水量は減少するが，これ
ほどの減少は，数十年のスケールで，経験したこ
とがないとのことであった。
降雨量と湧水量の誰移から判断すると，地表水
及び浅層地下水に関しては渇水が解消した時期は
1995年 5~6 月と考えられる。
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(a) A井戸
背振山地における水質の変化
水震は物理的，化学的及び生物的に表されるが，
ここでは化学成分について調べた。
陸水の水質は大気捧下物，地質・土壌，動植物
の活動及び人間活動などの要因によって変化する。
本報では東松浦半島における水質を特徴づける物
資について調べることとして，地質に関わる物質
として Caを，海に関わる物質として Clを，そし
て人間活動(農業)に関わる物質として N03を選
んだ。
森林流出水のイオン濃度と流出水量との関係に
ついて調べた研究結果(京宮，1990)によると，
HC03， S04' Ca， Mg， Naなどは流最が増すと減
少し， Cl， N狂4などは流量に関わらず一定で，
N03， Kなどは流量が増すと述べられている。
流量が水質に影響を与える機構として次のよう
なことが考えられる。
(1) 雨水が岩石や土壌との物質の交換をするこ
となしすみやかに地下水となり流出する場合は
湧水の水質は大気持下物，おもに雨水の水質の影
響を受ける。
(2) 土壌中において物質が生成したり，岩石の
風化に由来する物質が搭解すると，湧水中の濃度
は爵水よりも増加する。逆に土壌中で1出費された
り，土壌に吸着されたりすると濃度は減少する。
(3) また農業からの物質供給，海からの物質供
給の影響によって，濃度は雨水よりも増加する。
図-3は背振山地におけるイオン濃度の変化で
あるが， A井戸ではいずれのイオンの濃度も低く，
また1995年5，6月前後であまり変化はみられな
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井戸の湯水量と比較すると，湧水量の増加ととも
にすべてのイオン濃度は増加し，湧水量の減少と
ともに濃度は減少する傾向がみられる。
背按山地の水質はほとんどがA井戸の変化傾向
と似てあまり変化しない。
この井戸の特異的な変化については原題を調査
中であるが，この井戸と同じ条件の井戸であれば
渇水によって水質が大きく影響を受けることにな
る。この井戸の場合，各イオン濃度と湧水量の棺
関係数は0.65以上であった。
もっともA井戸のイオン濃度と湧水量の関係を
詳継にみると(図-4)，湧水量が増すと N03はや
背振山地におけるイオン濃度変化
背振山地における湧水量
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図-4
C井戸では流量を観漉していないが，背振山地
の地下水の水文環境はあまり変わらないとしてA
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国-5 東松浦半島におけるイオン濃度変化
(1995年)
や増加， Caは減少， Clもやや減少傾向を示すが，
いずれも変化はわずかであり，相関係数は0.45以
下で水質は湯水量に関わらず一定と考えることが
できる。
東松浦半島の地表水2ヶ所，井戸水4ヶ所，湧
水Iヶ所の水質の変化を菌-5に示す。この地域
明
は農業の影響と海の影響が大きしそのために水
質は大きく変動しているので明確な傾向はは見ら
れないものの， 1995年5，6月(第20週頃)以前
と以後では， Caは減少， N03は増加，Clはやや減
少する傾向が見られる。
この傾向が農業における季節的な作業の違いに
よるものか，気象の季節的変化に伴う海からの物
質輸送量の違いによるものか，または渇水の影響
によるものか判断するには，今後の観測が必要で
ある。しかし，少なくとも降水量及び浅崩地下水
の流量からみたときの渇水の解諮時期前後におけ
る，水質の大きな変化はみられなかった。
3. CIとN03イオン濃度の関係
東松浦半島の水質の特徴を背振山地の水質に対
比させて明確にするためには，ClとN03の関係
を諦べることが重要である。
Clは岩石中にはわずかしか含まれず，ほとんど
が大気を通じて運ばれた瀧塩によるものと言われ
ている(鶴見， 1992)。従って海岸からの距離，風
向風速及び降水量の影響を受ける。
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歯-6 東松浦半島と背振山地の CIt N03 
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また N03は農地への施肥によって供給される
ばかりでなく，燃焼排気ガスによっても供給され
る。例えば，都市に近い場所では両イオンの間に
高い相関関係がみられるようである。本研究の観
測地域は農業地域，山地，及び中山間地域など多
様であり，また海や都市からの距離も異なるので，
両イオンの関係は問ーではない。
間-6 (a)は東松浦半島と背張山地の1995年4月
と7丹の C1濃度である。背振山地については海
岸からの距離の願に示しているが，海岸から離れ
るほどイオン濃度が減少し，また季節的な変化が
少ない。従って背掠山地における C1は海の彰響
を受けていることがわかる。一方，閣-6(b)に示
すN03の場合には C1で見られた傾向はあまり見
られず，また 4月と 7月のイオン濃度の差が大き
い。従って東松浦半島における N03は季節的に異
なる要因，例えば農業，の影響を受けているよう
である。
留一7には荷地域における C1とN03の関係を
示している。両者の関係には 3つのパターンがあ
るようにみえる。すなわち
(a) C1は一定であるがN03は変化する傾向で，
背振山地の海の影響が少ない地域でみられる。
(b) C1が増加すると， N03も増加する傾向で，
東松浦半島においてみられる。
(C) C1が増加しでも， N03は一定の傾向で，背
振出地でも海に近い地域でみられる。
本報では Ca，C1， N03のみについて考察した
が，その他の物質の変化についてもさらに考察す
ることによって本地域の水質を形成している要因
を特定できると思われる。
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函-8 東松浦半島と背振山地の水質の比較
(1995年 6月 B日)
東松浦半島におけるイオン濃度の平均値は背振
山地に比べて大きい(図-8)。これらの差の原因
は海と農業の影響であるり，海の影響は今後とも
変わることはないが，一方農業については環境保
全型農業が重視されていくと思われる。
両者の要因を分離することができれば今後の水
質の変化予測が可能となるものと思われる。
また， C1は環境化学トレーサーとして適当であ
るので，この変化から東松浦半島の地下水の流出
機構を解明できると考えている。
4. あとが‘き
1994年渇水によって，河}1では流量が減少した
ために水質 (BOD) は悪化したといわれている。
本研究で調査したほとんどの採水地点において，
湧水量の増加に伴う(渇水の解絹に伴う)水質変
化はあまりみられなかった。
ただ，今後つぎのような問題について検討する
必要がある。 1)水質にわずかな変化が見られた
が，このわずかな変化が異常な値であるかもしれ
ない。 2)深井戸の場合，降水最からみた渇水解
出時期は水質からみた解消時期と一致するか。 3) 
1995年12月頃から湧水量が減少したこと，水質に
は季節的な変動があることなどから， 1995年12月
から1996年4月までの水質を比較する必要がある。
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